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長野支局長
佐藤淳

い
さ
さ
か
く
た
び
れ
た
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
を
眺
め
て
い
る
と
、
懐
か

し
さ
さ
え
感
じ
て
し
ま
う
。
ま
る
で

子
供
の
こ
ろ
に
熱
中
し
た
テ
レ
ビ
の

ア

ニ
メ
や
ヒ
ー

ロ
ー
も

の
と
描
か
れ

て
い
た
未
来
の
光
景
の
よ
う
。
過
去

に
夢
見
た
輝
か
し
い

「
未
来
」
が
古

び
た
姿

で
そ
こ
と
あ
る
。

南
牧
村
の
国
立
天
文
台

「
野
辺
山

宇
宙
電
波
観
測
所

」
を
訪
れ
た
際
、

時
が
反
転
し
た
よ
う
な
不
思
議
な
思

い
に
と
ら
わ
れ
た
。
隣
接
す
る
農
地

に
は
牧
草
の

ロ
ー
ル
が
転
が
り
、
時

折
、
牛

の
声
も
聞
こ
え

て
く
る
。
標

高
１
３
５
０
研
。
天
体
か
ら
の
微
弱

な
電
波
を
と
ら
え
る
の
に
適
し
た
の

ど
か
な
高
原
地
帯

に
、
こ
の
由
緒
正

し
き
宇
宙
研
究
の
拠
点
は
あ
る
。

科
学
運
用
を
終
え
た
ミ
リ
波
干
渉

計

が

、

運

搬

用

の
さ

び

た

線

路

の

近
く
に
並
ん

で
天
を
仰
い
で
い
る
。

チ
リ

の

ア
ル

マ

望

遠

鏡

の
礎

と

も

な

っ
た
観
測
機
器

で
あ
る
。
直
径
４５

眉
の
電
波
望
遠
鏡
の
方
は
今
も
現
役

だ
が
、
こ
ち
ら
も

「
完
成
年
月
１
９

８
１
年
１２
月
」
と
記
さ
れ
た
銘
板
と

土
台
部
分
の
さ
び
付
き
が
、
風
雪
に

耐
え
た
長
い
時
の
経
過
を
物
語

っ
て

い
た
。

往

時

の
輝

き

は

失

っ
た

と

は

い

え
、
今
年
は

「
野
辺
山
」
が
再
び
脚

光
を
浴
び
た
１
年
だ

っ
た
。
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
欧
米
３
氏

た
よ
る
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
の
研
究
。

野
辺
山
の
巨
大
な
電
波
望
遠
鏡
は
、

栄
冠
を

つ
か
ん
だ
研
究
に
先
立
ち
、

そ
れ
と
は
別
の
手
法
で
、
プ
ラ

ツ
ク

ホ
ー
ル
の
存
在
を
裏
づ
け
た

レ
ジ

ェ
・

ン
ド
な
の
で
あ
る
。

天
文
学
者
の
海
部
宣
男
さ
ん

（
昨

年
没
）
が
中
心
と
な

っ
て
建
設
。
そ

の
半
砂
漠
地
帯

で
、

ロ
シ
ア
の

ロ
ケ

ッ
ト
打
ち
上
げ
を
取
材
し
た
時
の
こ

と
。
野
辺
山
と
同
じ
よ
う
な
パ
ラ
ボ

ラ
ア
ン
テ
ナ
が
居
並
ぶ
広
大
な
宇
宙

基
地
で
、
優
美
な

フ
ォ
ル
ム
の
ソ

ユ

ー
ズ
を
打
ち
上
げ
場
ま

で
運
ん
だ
の

も
ま
た
鉄
路
だ

っ
た
。

人
類
初
の
宇
宙
飛
行
を
成
し
遂
げ

た
ガ
ガ
ー
リ

ン
も
飛
び
立

っ
た
発
射

台

へ
と
続
く
鉄
路
は
、
孤
独
な
少
年

ジ

ョ
バ
ン

ニ
が
親
友
の
カ
ム
パ
ネ
ル

ラ
と
と
も
に
旅
す
る
銀
河
鉄
道
の
物

語
を
思
い
起

こ
さ
せ
た
。
宇
宙
の
壮

大
な
謎
に
挑
む
科
学
の
営
み
が
、
世

界
の
研
究
者
た
ち
が

バ
ト

ン
を

つ
な

ぐ
果
て
し
な
い
旅
だ
と
す
れ
ば
、
そ

の
旅
路
の
始
ま
り
は
鉄
路
こ
そ
が
ふ

さ
わ
し
い
。

・
科
学
の
発
見
は
、
先
人
の
優
れ
た

発
見
を
踏
ま
え

て
初
め

て
成
し
遂
げ

る
こ
と
が

で
き
る
。

「
巨
人
の
肩
の

上
た
立

つ
」
と
い
う
科
学
の
金
言
を

か
み
し
め

て
い
る
。

鰻

塚

圏

信

日
。
９０
歳
因
〈

で
済
ま
せ
た
固
田
沢
□
一

◇

　

中

信

松
本

會
小

野
澤
一

日
。
９３
歳
。
一

に
営
ま
れ
た
巨
埋
橋
国
産

ん
と
三
男
、
康
裕
さ
ん

◆
青

木
純

子
さ

ん
“

１４
日
、
板
場
の
し
が
セ
ヽ

ル
せ
せ
ら
ぎ
で
近
親
者
（

固
赤
怒
田
國
夫
で
満
足
一

さ
ん
◆

寺

沢

昭

さ

ん
１３
日

日
１５
時
３０
分
、
岡
田
町
（

イ
ラ
ン
ド
虹
の
ホ
ー
ル
［

泉
１
の
１６
の
１６
國
次
男
｝

工
観
光
部
長
、
健
さ
ん

安
曇
野
◆

遠

藤
由

日
。
８９
歳
［

分
、
穂
高
の
あ
づ
み
野
一

有
明
４８３６
国
次
男
で
会
社
［

◆

伊

東

杏

子

さ

ん

″

１０
日
、
三
郷
温
の
三
郷
一

者
の
み
で
営
ん
だ
園
掘

男
、
浩
之
さ
ん
と
長
女
、

ん◆
村

松

巳
代
子

さ

′

□
１６
日
１０
時
３０
分
、
穂
一

法
祥
苑
せ
せ
ら
ぎ
固
豊
「

で
自
営
業
、
井
野
泰
仁
一

糀
由
辣
す
「蜆
舅
趙
」や
鐘
藤

れ
を
関
西
学
院
大
の
中
井
直
正
教
授

を
中
心
と
し
た
研
究
チ
ー
ム
が
存
分

に
活
用
し
、
大
発
見
に

つ
な
げ
た
。

ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
の
研
究
に
も
た
ら

さ
れ
た
栄
誉
は
、
野
辺
山
を
舞
台

に

し
た
日
本
の
優
れ
た
研
究
の
延
長
線

上
に
あ
る
。

さ
び
付
い
た
線
路
か
ら
思
い
出
す

光
景
が
あ
る
。
か

つ
て
中
央
ア
ジ

ア

秦 1斤レ 縫鋼

仕
切
り
板
に
山
遊
び
心
添
え

麒
鱚
最
前
線

ヒ
ッ
ト
に
迫
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
オ
フ

ィ
ス
な
ど
で
走
着
し
た
ア
ク
リ
ル
板

専
用
の
彫
刻
機
で
板
を
カ
ッ
ト
し
、

白
い
シ
ー
ト
を
使
っ
て
山
の
立
体
感

を
演
出
す
る
。
置
き
場
所
廷
溶
け
込

む
よ
う
に
高
さ
や
色
を
変
え
た
り
、

企
業
の
ロ
ゴ
を
入
れ
た
り
し
て

「特

別
感
」
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
注
文
も

受
け
付
け
る
。
県
外
か
ら
も
次
々
と

予
約
が
入
り
、
評
判
は
上
々
だ
。
石

川
県
の
旅
館
か
ら
は
地
元
の
湾
の

企
業
ロ
ゴ
入
り
の
マ
ウ
ン
テ
ン
マ

ウ
ン
テ
ン
を
購
入
し
た
、
Ｉ
Ｔ
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

「Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｕ
Ｓ
」

（長
野
市
）
の
上
野
敏
良

社
長
（４９
）は

「た
か
が
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
、
さ
れ
ど
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
。

無
機
質
な
も
の
よ
リ
デ
ザ
イ
ン
性
に

こ
だ
わ
り
た
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う

だ
。

薗
彗
劉
‐
り
いコ
儀‐
・・コ

一□
は
弔
問
受
け
付
け
　
　
一

面
に
哺院
‐疱
は
峡」
Ｌ

北
　
信
　
　
◇

◆
伊
藤
世
二
郎
さ
ん

（松
屋
代
表
）
痙
日
“，７３
歳

国
分
の
さ
が
み
典
礼
国
分
法
事
セ
ン
タ

ー
固
蒼
久
保
□
長
男
で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
勤

務
、
雅
徳
さ
ん

小
諸

∧
V

４６
歳
國
１６
日
１４
時
、
八
幡
町
の
小
諸
愛

昇
殿
圃
鶴
巻
國
父
で
佐
藤
外
科
医
院

長
野

長
、
赳
夫
さ
ん

沐
鼈
４００
９００
８００

Ⅸ

牛

１５

９

８

因
１６
日
１４
時
３０
分
、
稲
里
町
下
氷
飽
の

日
。
７１
歳
因
１６
日
１３
時
、
自

”
殖
２００
５００
５００

ラ

一肩
２４

１６

‐６

◆
前
嶋
直
明
さ
ん
Ｂ

レ
モ
ニ
ー

・
セ
リ

務
、
博
之
さ
ん

池
田

◆
原
き
の

日
。
９６
歳
□
１６

」ヽ
布
施

∝

ｍ

∞

側
¨

７６
∞

∞

∞

¨

赤

圭甲
＋小

◆

佐

藤

紀
夫

さ

ん

（佐

藤
外
科
医
院
副
院
長
）１２
日
。

口開
□

尾
囲
長
男
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支

‐‐‐
社

‐
勤‐

テ ン


